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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年8月12日(2016.8.12)

【公開番号】特開2015-11218(P2015-11218A)
【公開日】平成27年1月19日(2015.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-004
【出願番号】特願2013-137039(P2013-137039)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     　　　Ｙ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月22日(2016.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体と、
　光の走査方向の少なくとも一部の領域の光量を変更する制御手段と、
　前記制御手段により変更された第１の光量及び第２の光量に基づいて、像担持体に対し
て光を走査することにより静電潜像を形成する露光手段と、
　前記第１の光量で形成された静電潜像を第１の検知用画像として、前記第２の光量で形
成された静電潜像を第２の検知用画像として形成する形成手段と、
　前記第１の検知用画像及び前記第２の検知用画像を検知する検知手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第２の検知用画像を形成させる前に前記光の走査方向の全ての領
域ではなく一部の領域で前記第１の光量から前記第２の光量に変更させることを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記検知手段によって検知された検知結果に応じて、前記一部の領域
以外の領域の光量も変更することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記一部の領域とは、前記検知手段による検知領域に対応した領域であることを特徴と
する請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記露光手段の最大露光量を変更して前記第１の検知用画像及び前記
第２の検知用画像を形成させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記検知手段によって検知された検知結果のうち、目標値に最も近い
検知結果となった検知用画像を形成した際の発光量に、前記露光手段の発光量を変更する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
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【請求項６】
　前記検知手段は、前記光の走査方向に応じて複数配置されており、
　前記制御手段は、前記複数の検知手段に応じて、前記第１の検知用画像及び前記第２の
検知用画像を複数形成させることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画
像形成装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記複数の検知手段によって検知された検知結果のうち、同じ階調で
形成された検知用画像を検知した結果を組み合わせ、最も検知結果が均一となる組み合わ
せとなった検知用画像を形成した際の発光量に、前記露光手段の発光量を変更することを
特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記最大露光量は、濃度１００％の画像を形成するための光量であることを特徴とする
請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記光の走査方向を複数の領域に分割し、前記複数の領域の夫々に応
じた露光量に変更することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像形成
装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記露光手段に供給する電流を変更することで光量を変更することを
特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記第１の検知用画像及び前記第２の検知用画像は、前記像担持体の１周以内に形成さ
れることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、像担持体と、光の走査方向の少なくとも一部の領域の光量
を変更する制御手段と、前記制御手段により変更された第１の光量及び第２の光量に基づ
いて、像担持体に対して光を走査することにより静電潜像を形成する露光手段と、前記第
１の光量で形成された静電潜像を第１の検知用画像として、前記第２の光量で形成された
静電潜像を第２の検知用画像として形成する形成手段と、前記第１の検知用画像及び前記
第２の検知用画像を検知する検知手段と、を備え、前記制御手段は、前記第２の検知用画
像を形成させる前に前記光の走査方向の全ての領域ではなく一部の領域で前記第１の光量
から前記第２の光量に変更させることを特徴とする。
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